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遷移を図 1 に示す．患者が ER から病院に入って，状態遷移図
の矢印にしたがって各ユニットへ遷移する．最終的に“退院”の
状態へ遷移すると退院となる．










図 2 患者が病院における遷移図 (退院状態を含まない)








j = 1，　 (1  i，j  6) (1)
Pij：状態 iから状態 j への遷移率




，　　 (1  i，j  6) (2)
Wi：状態 iにおける平均待ち時間 (単位：時間)
Pij(1  i，j  6)，Wi(1  i  6)の値はそれぞれ以下の遷移行




0:25 0:32 0 0 0:38 0:05
0 0 1 0 0 0
0 0 0 1 0 0
0 0 0:06 0 0:94 0
0 0 0:02 0 0 0:98
0:88 0 0 0 0:12 0
37775
W = [4:5 2:4 6:8 4:4 36:7 118:0]
式 (1)と (2)により計算する.各ユニットの利用率ベクトル
L = [0:03 0:01 0:02 0:01 0:21 0:72]
と求めることができる．
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